
 

 
 

 令和６年が川越中学校の子どもたちにとって、保護者の皆さまにとって、教職員の皆
さまにとって、幸せな１年でありますように心から願っています。１年間よろしくお願いいたします。

 

昨年の猛暑は格別でしたし、１２月になっても日本全国で「夏日」を記録するなど日本では、「二季の国」にな
りつつあるという声も上がっています。地震をはじめ、豪雨など日本だけでなく、地球温暖化により世界中を異
常気象が覆っている現状。年々、世界中の平均気温が上がっている中、国際社会は平均温度上昇を１．５度以内
に抑えることを目標にしています。今のままなら今世紀のうちに、年間平均気温が３度まで上昇をする。この現
状を「当たり前」として見過ごすわけにはいきません。未来を大切に生きるためには、この世界中の危機を乗り
越えるしかありません。みなさんは、どんな未来に住みたいですか。住みたい未来にするためには、何を選べば
いいでしょうか。「のび太くん、未来は変えられるんだ！」ドラえもんの決めゼリフ。みなさん次第で未来
はきっと良い方向に変えられます。明日に向かって走れ！頻発する異常気象、人々の幸せに生きる人権を奪って
しまう戦争、元旦の大地震、炎上する航空機・・・。先の見えない世の中です。けれどこんなご時世だからこそ、
「自分のペースでいいから走れ」と。立ちすくむ人の背中を優しく押してあげられる、そんな大
人になってほしいとの願いも込めて。ドラえもんは、こんなふうにも言っています。 

『だいじょうぶ！未来は元気だよ！』。(以上、中日新聞社説から一部抜粋して)  

四 気 折 々 
川越町立川越中学校 
学校だより第３８号 
令和６年１月９日始業式 
「第3学期の始業式にあ
たって伝えたいこと」 

令和５年度 第３学期の『 始業式 』にあたり・・・ 

(1)「能登半島地震」から考える日常とこれからについて。いま私たちができることは。 

当たり前には、なかなかできなくなっている時代だからこそ、「今を一生懸命に走れ！一生懸命に走ってほし

い！」。甚大な被害を受けた多くの方々に想いを寄せながら・・・。そして、いつ発生してもおかしくない「南海ト

ラフ地震」にも備えながら。 

(2)『 粘り強くやり切る生徒（集団） 』という考え方について。 

(3)『 仲間とともに授業を大切に、授業を頑張る生徒（集団） 』という考え方について。 
 
令和５年度のまとめとして、そして令和６年度につなぐことを目的として。「仲間と関わり合う」こ

とを通して一人ひとりが成長を続け、自分と仲間・クラス・学年としての成長を確かめ、新しい学

年に向けて川越中学校みんなで、今を精一杯に頑張ろう！ ３学期も継続して、保護者の皆さまと

地域の皆さまに支えられながら、ともに子どもたちの成長をバックアップしていきたいと思います。 



 

 

 

 

明日１月１０日(水)から、川越中学校の教職員に『生活支援員』が加わります。 

特別支援学級を中心に、子どもたちの生活にかかわる支援をしていただきます。 

「 大和 亜希子（やまと あきこ） 」先生です。 
明日発行する「学校だより第３９号」に、あらためて紹介させていただきます。 

よろしくお願いいたします。 


